
留学だより No. 5 

こんにちは。カナダのオンタリオ州に留学している 17 期の森田です。前回の留学だより

から早くも二か月が経ってしまいました。最近は特に季節の移り変わりを感じます。 

今回はここ最近あったことをつらつらと書いてみようと思います。相変わらず、写真が

少ないこと、ご了承ください。 

～社交～ 

どのようにくくればいいのか良くわかりませんが、社交という言葉がしっくりくる気が

します。新学期（カナダは二学期制で、二月から新学期が始まりました。）は出会いの季節

ということで、最近は学校生活や様々な活動を通してたくさんの新しい人に出会いまし

た。ありがたいことに私が出会った人はみなさんホスピタル精神の溢れる優しい方々ばか

りです。私の英語も少しは上達したのか（スピーキング）、フレンドリーなカナダの国民性

に染まりつつ、出会ったばかりの人とでもコミュニケーションを楽しむことができるよう

になってきました。出会う人のバックグラウンドも多様なので特に会話を通して異文化を

共有することが楽しいです。自分から進んで新たな関係を築いたりコミュニティに参加し

たりするようになったこと、人と過ごす時間を大切にするようになったことは留学前の自

分と比べて大きな変化だと感じています。また、紛らわしいので詳しくは書きませんが、

自分の知り合い同士が思いがけないつながりがある、知り合いと別の場所でも会うという

ことも多々あり、小さな町、小さな世界だなと不思議な感覚になることもよくあります。

バスで知り合いに会うことすらあり、もう自分はこの町で一人ではなく、頼れる人がたく

さんいると感じました。特に印象に残っている新たな出会いについて紹介します。 

～①友達～ 

今学期から同じ学校に通っている、コスタリカからの留学生です。チャーミングな彼女

とは、出会って一か月しか経っていないとは思えないほど仲良くなり、彼女のおかげで休

日も暇をすることはありませんでした。そして、彼女と一緒にカナダで暮らしている彼女

のご両親はとてもオープンマインドで、たくさんの異文化交流をさせていただいていま

す。ここにも頼れる家族がいると思わせてくれます。彼らへの感謝の体現として日本料理

を振る舞うことが次の目標です。 

 

 

 

 

 

 

 

左）友達と町で一番大きな湖に

アイススケートをしに行きまし

た、初回は４回転びました。 

右）友達の誕生日パーティーに

て、友達は一足先に 17 歳になり

ました。 



～②Big Sister～ 

カナダの Big Sister だと思ってねと言ってくれたのでそうします。

彼女は町の大学の African Caribbean Students’Association という学生

団体に所属しており、私がボランティアとして参加した黒人月間（2

月）を締めくくる Gala というパーティーの企画運営のリーダーでし

た。ザ・パーティーというものを初めて経験し、全てが新鮮で同時に

企画運営の大変さ、リーダーシップなどたくさんの学びがあった場で

した。特に彼女は私のことを気にかけてくれ、また会う機会があれば

いいなと思っています。 

 

～Lifesaving~ 

カナダでは 15 才から lifeguard(プール監視員)の資格を取り、働くことができます。運転

免許なども含めてカナダ人は自立が早いと感じます。そのためには応急処置や救命方法に

ついての知識技能を身につけ、数個の資格を段階的に取得していく必要があります。水泳

と救命という自分にとって興味のある分野の願ってもない融合だということで、私はこれ

までに、First Aid & CPR という基本的な応急処置と心肺蘇生法に特化したコースと、

Bronze Cross という水からの救命技能の取得にフォーカスしたコースに参加し、試験を受

け資格を取りました。典型的な怪我、病気についての教養を身につけることはやりがいが

あり、また Bronze Cross のコースではその場で出会った仲間とたくさん実践練習したの

が楽しかったです。そして幸か不幸か、驚くべきことに応急処置についての講習を受けた

その日に、実際に道で倒れている人に遭遇し、EMS(Emergency Medical System) に連絡

をしました。冒頭に季節の移り変わりを感じると書きましたが、その理由のひとつは雪が

解け始めているからです。でもまだまだ気温が氷点下になるタイミングはあるので、雪解

け水が凍ってとても滑りやすい道が見事にでき上がります。そのせいで、その人は滑って

腕をついてしまったようでした。身につけた知識技能が実際に役に立つと分かり驚きつつ

も達成感を感じた貴重な経験でした。 

 

 

 

 

左）Bronze Medallion、やっぱり

メダルをもらえると嬉しいです 

右）イメージ 

Greater Sudbury X より 



ホストファミリーに言われるまで気づきませんでしたが今日（3 月 8 日）でウィンター

タイムも終わり、暗くてすご～く寒かった冬が本格的に終わりを迎えようとしています。

うれしい限りです。でもまだ気を抜かずに、しっかりジャケットは着て足元に気をつけて

いきたいと思います。こちらでの生活にだいぶ彩りがついてきましたが、やらないといけ

ないことはやらないといけないので、カナダでしかできないこと、今しかできないことは

なんなのかをよく考えながら、限られた時間を有意義に使いたいと思います。とりあえず

直近の目標は私が所属する次世代リーダー育成道場のゼミナール研究という課題を期限内

に仕上げることです。最後に、受験、学年末等、みなさん本当にお疲れ様でした。そして

少し早いですが 15 期の先輩方ご卒業おめでとうございます。みなさん、充実した春休み、

新学期をお送りください。これからも与えられた環境が当たり前ではないこと、感謝の気

持ちを忘れずに、たくさんチャレンジしていきたいと思います。最後まで読んでいただき

ありがとうございました。 

17 期 森田 

 

おまけ 

なんの動物が隠れているでしょう？ 

家からバス停への道で出会いました 


